
友

８
ヵ
月
で
２３
％
減
少

原
発
８０
計
圏
の
空
間
線
量
調
査

文
科
省
は
２８
日
、
東
京
電
力

福
島
第
―
原
発
か
ら
８０
計
圏
内

と
本
県
西
部
や
隣
県
な
ど
８０
計

圏
外
で
行

っ
た
航
空
機
に
よ
る

放
射
線
量
調
査
結
果
を
公
表
し

た
。
こ
の
う
ち
、
今
年
６
月
に

実
施
し
た
８０
計
圏
内
の
調
査
で

は
、
空
間
線
量
が
前
回

（
昨
年

１１
月
実
施
）
と
比
較
し
、
約
２３

一
し
て
い
る
」と
分
析
し
て
い
る
。

同
省
に
よ
る
と
、
前
回
か
ら

今
回
ま
で
約
８
カ
月
間
の
セ
シ

ウ
ム
の
半
減
期

に
よ
る
減
衰

は
、
約
１４
％
ｏ
こ
れ
に
加
え
、

放
射
線
量
が
さ
ら
に
１０
％
近
く

減
少
し
て
い
る
こ
と

に

つ
い

て
、
同
省
は

「
雨
な
ど
の
自
然

環
境
が
要
因
と
考
え
ら
れ
る
」

と
し
て
い
る
。

８０
計
圏
外
は
、
積
雪
の
影
響

に
よ
り
、
空
間
線
量
の
分
析
が

で
き
な
か

っ
た
。

(第 1不嘔コ∫(吏物 i認 |'∫ )
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彎

％
減
少
し
た
。
同
省
は

「
傾
向

一

と
し
て
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の

一

衰（畔鰤醐質は経蒙勒剛曲殉一

凡例
セシウム134とセシウム137の
合計の沈着量 (0`/平 方 IE)

一
・囁
電

毒

一
島:

‐́．．‐‐が

鶴

貪
鰊
蜃

葛尾、来年 4月 か ら除染

実施計画 野行地区は除 く

1鷲 :

藝

環
境
省
は
２８
日
、
東
京
電
力

福
島
第
１
原
発
事
故
で
全
村
が

避
難
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る

葛
尾
村
の
除
染
実
施
計
画
を
公

表
し
た
。
北
東
部
の
野
行
地
区

を
除
い
た
村
内
全
域
で
来
年
４

月
か
ら
除
染
に
着
手
、
同
年
１２

月
ま
で
に
完
了
さ
せ
る
。
国
が

直
轄
で
除
染
を
行
う
特
別
地
域

１１
市
町
村
の
う
ち
、
同
計
画
が

示
さ
れ
る
の
は
７
市
町
村
目
。

【
１
面
に
関
連
記
事
】

冬
季
は
積
雪
の
影
響
で
除
染

作
業
が
難
し
く
な
る
た
め
、
本

年
度
中
は
農
地

の
草
刈
り
な

ど
、
除
染
の
準
備
に
専
念
す
る
。

来
年
４
月
か
ら
約
４
３
０
世
帯

航空機モニタリング結果 υo12年 6月 28日時点)

几例

地表面からlmの 高さの

空間線量率 (56意 /8寺 )
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の
住
宅
や
道
路
、
農
地
な
ど
約

７
３
０
０
つ
で
本
格
的
な
除
染

に
入
る
。

た
だ
、
区
域
再
編
で

「
帰
還

困
難
区
域
」
と
す
る
政
府
案
が

示
さ
れ
て
い
る
野
行
地
区
は
、

積
算
放
射
線
量
が
年
間
５０
、ぃ
箸

を
超
え
る
た
め
、
同
省
は

「
高

線
量
地
区
の
除
染
モ
デ
ル
実
証

事
業
の
結
果
を
踏
ま
え
、
方
向

性
を
検
討
す
る
」
と
し
て
、
同

様
の
線
量
が
見
込
ま
れ
る
飯
舘

舞
″

転
一軒
副 村

と
同
様
に
見
通
し
を
明
ら
か

に
し
て
い
な
い
。

除
染
で
出
る
汚
染
土
壌
な
ど

の
仮
置
き
場
は
、
野
行
地
区
の

国
有
地
―
力
所
に
確
保
。
同
省

は
既
に
、
設
置
に
向
け
た
測
量

や
造
成
な
ど
を
進
め
て
い
る
。

除
染
で
は
、
積
算
線
量
が
年

間
２０
～
５０
常
の
地
域
は
同
２０
、ぃ

営
以
下
、
同
２０

リミ
箸
未
満
の
地

域
は
追
加
被
ぼ
く
線
量
で
同
１

リミ
営
未
満
を
目
標
と
し
た
。

見
直
し
に
伴
う
賠
償
基
準
で
、

区
域
に
よ

っ
て
差
が
生
じ
る
家

具
や
家
電
な
ど
家
財
の
賠
償
に

つ
い
て
、
差
額
相
当
分
を
町
が

支
出
す
る
方
向
で
検
討
を
始
め

た
。
支
援
額
な
ど
は
未
定
で
、

「
区
域
見
直
し
の
協
力
費
」
な

帰
還
時
期
め
ぐ
り

富
岡
町
と
調
整
へ

復
興
相
が
考
え
示
す

平
野
達
男
復
興
相
は
２８
日
の

閣
議
後
会
見
で
、
富
岡
町
が
イ

ン
フ
ラ
整
備
や
除
染
な
ど
を
踏

ま
え
２
０
１
７

（
平
成
２９
）
年

ま
で
帰
還
し
な
い
方
針
を
決
め

た
こ
と
に
つ
い
て

「
町
の
考
え

は
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

%夏興1リキJりいま10雅巨きょうから販売

イ
ク
ラ
を
ふ
ん
だ
ん

に
使

っ
た
料
理
を
楽
し
む
家
族
連

れ

¨

相
馬
市
の
被
災
旅
館

・
食
堂

な
ど

で

つ
く
る
同
市
松
川
浦
観

光
振
興
グ
ル
ー
プ
１０
事
業
所
は

２９
日
か
ら
、
イ
ク
ラ
や
サ
ケ
、

相
馬
産
の
ケ
ガ

ニ
な
ど
を
ふ
ん

だ
ん

に
使

っ
た

「
復
興
チ

ャ
レ

ン
ジ
丼

」
１０
種
を
販
売
す
る
。

「
月
３０

日
ま

で
。

復
興
チ

ャ
レ
ン
ジ
丼
は
春
シ

ー
ズ

ン
に
続
い
て
２
回
目
の
販

売
。

２８
日
は
、
同
市

で
関
係
者

大
間
原
発
、年
内
建
設
再
開
ヘ

電
源
開
発

（
Ｊ
パ
ワ
ー
）
は

２８
日
、
中
断
し
て
い
る
大
間
原

発

（
青
森
県
大
間
町
）
の
建
設

工
事
を
年
内
に
も
再
開
す
る
方

針
を
固
め
た
。
北
村
雅
良
社
長

ら
同
社
幹
部
が
、

１０
月
１
日
に

青
森
県
、
北
海
道
の
関
係
自
治

体
を
訪
れ
て
説
明
す
る
。

昨
年
３
月
の
東
京
電
力
福
島

第
１
原
発
事
故
を
受
け
て
中
断

さ
れ
た
原
発
建
設
の
再
開
は
初

め
て
。

政
府
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

・
環
境

戦
略
で
は
原
発
の
新
増
設
を
認

め
な
い
方
針
を
示
し

て
い
る

が
、
枝
野
幸
男
経
済
産
業
相
は

す
で
に
着
工
し
た
原
発
は
建
設

継
続
を
容
認
す
る
考
え
を
表
明

し
た
。

今
後
、
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
る

中
国
電
力
島
根
原
発
３
号
機

（
松
江
市
）
を
中
心
に
、
原
発

新
増
設
に
向
け
た
動
き
が
活
発

化
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
政
府

方
針
は
形
骸
化
の
様
相
を
強
め

て
い
る
。

大
間
原
発
は
２
０
０
８
年
５ 3観 3の り業  た な れ ら
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８
ヵ
月
で
２３
％
減
少

原
発
８０
♂
圏
の
空
間
線
量
調
査

文
科
省
は
２８
日
、
東
京
電
力

福
島
第
１
原
発
か
ら
８０
計
圏
内

と
本
県
西
部
や
隣
県
な
ど
８０
計

圏
外
で
行

っ
た
航
空
機
に
よ
る

放
射
線
量
調
査
結
果
を
公
表
し

た
。
こ
の
う
ち
、
今
年
６
月
に

実
施
し
た
８０
計
圏
内
の
調
査
で

は
、
空
間
線
量
が
前
回

（
昨
年

＝
月
実
施
）
と
比
較
し
、
約
２３

％
減
少
し
た
。
同
省
は

「
傾
向

と
し
て
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の

（
半
減
期
に
よ
る
）
物
理
的
減

衰
以
上
に
空
間
線
量
率
が
減
少

し
て
い
る
」と
分
析
し
て
い
る
。

同
省
に
よ
る
と
、
前
回
か
ら

今
回
ま
で
約
８
カ
月
間
の
セ
シ

ウ

ム
の
半
減
期
に
よ
る
減
衰

は
、
約
１４
％
０
こ
れ
に
加
え
、

放
射
線
量
が
さ
ら
に
１０
％
近
く

減
少
し

て
い
る
こ
と

に

つ
い

て
、
同
省
は

「
雨
な
ど
の
自
然

環
境
が
要
因
と
考
え
ら
れ
る
」

と
し
て
い
る
。

８０
計
圏
外
は
、
積
雪
の
影
響

に
よ
り
、
空
間
線
量
の
分
析
が

で
き
な
か

っ
た
。
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仄
島
第
１
原
発

葛尾、来年 4月 か ら除染

実施計画 野行地区は除 く

環
境
省
は
２８
日
、
東
京
電
力

福
島
第
１
原
発
事
故
で
全
村
が

避
難
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る

葛
尾
村
の
除
染
実
施
計
画
を
公

表
し
た
。
北
東
部
の
野
行
地
区

を
除
い
た
村
内
全
域
で
来
年
４

月
か
ら
除
染
に
着
手
、
同
年
１２

月
ま
で
に
完
了
さ
せ
る
。
国
が

直
轄
で
除
染
を
行
う
特
別
地
域

＝
市
町
村
の
う
ち
、
同
計
画
が

示
さ
れ
る
の
は
７
市
町
村
目
。

【
１
面
に
関
連
記
事
】

冬
季
は
積
雪
の
影
響
で
除
染

作
業
が
難
し
く
な
る
た
め
、
本

年
度
中
は
農
地
の
草
刈
り
な

ど
、
除
染
の
準
備
に
専
念
す
る
。

来
年
４
月
か
ら
約
４
３
０
世
帯

||■ ‐■ 1300万 超

100万 ～ 300万

:■ ..■,60万～100万
‐  30万 ～60万

螂:夕
1万以下
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(2012年 3月 26日
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ギ琲
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憔

の
住
宅
や
道
路
、
農
地
な
ど
約

７
３
０
０
粉
で
本
格
的
な
除
染

に
入
る
。

た
だ
、
区
域
再
編
で

「
帰
還

困
難
区
域
」
と
す
る
政
府
案
が

示
さ
れ
て
い
る
野
行
地
区
は
、

積
算
放
射
線
量
が
年
間
５０
、ぃ
箸

を
超
え
る
た
め
、
同
省
は

「
高

線
量
地
区
の
除
染
モ
デ
ル
実
証

事
業
の
結
果
を
踏
ま
え
、
方
向

性
を
検
討
す
る
」
と
し
て
、
同

様
の
線
量
が
見
込
ま
れ
る
飯
舘

策
才

鱚
●
謝

村
と
同
様
に
見
通
し
を
明
ら
か

に
し
て
い
な
い
。

除
染
で
出
る
汚
染
土
壌
な
ど

の
仮
置
き
場
は
、
野
行
地
区
の

国
有
地
―
力
所
に
確
保
。
同
省

は
既
に
、
設
置
に
向
け
た
測
量

や
造
成
な
ど
を
進
め
て
い
る
。

除
染
で
は
、
積
算
線
量
が
年

間
２０
～
５０
署
の
地
域
は
同
２０
、ぃ

客
以
下
、
同
２０
、ぃ
箸
未
満
の
地

域
は
追
加
被
ば
く
線
量
で
同
―

リミ
営
未
満
を
目
標
と
し
た
。

見
直
し
に
伴
う
賠
償
基
準
で
、

区
域
に
よ

っ
て
差
が
生
じ
る
家

具
や
家
電
な
ど
家
財
の
賠
償
に

つ
い
て
、
差
額
相
当
分
を
町
が

支
出
す
る
方
向
で
検
討
を
始
め

た
。
支
援
額
な
ど
は
未
定
で
、

「
区
域
見
直
し
の
協
力
費
」
な

帰
還
時
期
め
ぐ
り

富
岡
町
と
調
整
ヘ

復
興
相
が
考
え
示
す

平
野
達
男
復
興
相
は
２８
日
の

閣
議
後
会
見
で
、
富
岡
町
が
イ

ン
フ
ラ
整
備
や
除
染
な
ど
を
踏

ま
え
２
０
１
７

（
平
成
２９
）
年

ま
で
帰
還
し
な
い
方
針
を
決
め

た
こ
と
に
つ
い
て

「
町
の
考
え

は
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

%夏興J昨」フじま10和隆きょうから販売

イ
ク
ラ
を
ふ
ん
だ

ん

に
使

っ
た
料
理
を
楽
し

む
家
族
連
れ

】

相
馬
市
の
被
災
旅
館

。
食
堂

な
ど

で

つ
く
る
同
市
松
川
浦
観

光
振
興
グ
ル
ー
プ
ー０
事
業
所
は

２９

日
か
ら
、
イ
ク

ラ
や
サ
ケ
、

相
馬
産
の
ケ
ガ

ニ
な
ど
を
ふ
ん

だ
ん

に
使

っ
た

「
復
興
チ

ャ
レ

ン
ジ
丼

」
１０
種
を
販
売
す
る
。

＝
月
３０

日
ま

で
。

復
興
チ

ャ
レ
ン
ジ
丼
は
春
シ

ー
ズ

ン
に
続
い

て
２
回
目
の
販

売
。

２８

日
は
、
同
市
で
関
係
者

大
間
原
発
、年
内
建
設
再
開
ヘ

電
源
開
発

（
Ｊ
パ
ワ
ー
）
は

２８
日
、
中
断
し
て
い
る
大
間
原

発

（
青
森
県
大
間
町
）
の
建
設

工
事
を
年
内
に
も
再
開
す
る
方

針
を
固
め
た
。
北
村
雅
良
社
長

ら
同
社
幹
部
が
、

１０
月
１
日
に

青
森
県
、
北
海
道
の
関
係
自
治

体
を
訪
れ
て
説
明
す
る
。

昨
年
３
月
の
東
京
電
力
福
島

第
１
原
発
事
故
を
受
け
て
中
断

さ
れ
た
原
発
建
設
の
再
開
は
初

め
て
。

政
府
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

・
環
境

戦
略
で
は
原
発
の
新
増
設
を
認

め
な
い
方
針
を
示
し

て
い
る

が
、
枝
野
幸
男
経
済
産
業
相
は

す
で
に
着
工
し
た
原
発
は
建
設

継
続
を
容
認
す
る
考
え
を
表
明

し
た
。

今
後
、
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
る

中
国
電
力
島
根
原
発
３
号
機

（
松
江
市
）
を
中
心
に
、
原
発

新
増
設
に
向
け
た
動
き
が
活
発

化
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
政
府

方
針
は
形
骸
化
の
様
相
を
強
め

て
い
る
。

大
間
原
発
は
２
０
０
８
年
５ 3観 ツ の り業  た な れ ら


